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下竹荘地域 文化拠点事業「１５０年分のありがとう～そして未来へ」 

地域に於ける文化拠点を中核とした文化伝承の推進 

地域の活性化←［文化資源の保存と活用・文化伝承者の育成・文化情報の発信］→過疎化の阻止 

○文化事業運営拠点「下竹荘小学校」         ○文化事業広報拠点「学校運営協議会」 

①地域への学校行事 online配信②地域への音楽鑑賞教室 地域への学校行事広報活動 

                入学式 運動会 学習発表会 卒業式 

 

 

文化拠点事業「150年分のありがとう～そして未来へ」実行委員会 

        ○地域の文化活動①川合神社の山車奉納 

                ②地域老人会グラウンドゴルフ大会 

                ③下竹地区文化祭 

④学校行事地域開放 

を機能的に結びつけることによって、令和 7年 3月 31日の小学校 

閉校後に地域が衰退していくのを事前に防ぎ、新たな文化伝承組織 

を立ち上げて、閉校後の下竹荘地域を後々の世代に継承していく過 

程を計画している。 

○「学校運営協議会」に於いて閉校後の地域隆盛を目指して議論し、 

子どもたちがいなくなっても、伝承文化や地域交流の担い手(文化 

継承者)を育成できる組織づくりを図っている。 

○閉校後の土地活用を含めて行政に働きかけ、子どもたちの声が地域 

から消えてしまわない手立ての具体を模索している。 

 

○文化伝承拠点「川合神社」            ○文化事業交流拠点「下竹荘公民館」 

文化継承事業「山車奉納」              文化交流事業「下竹荘文化祭」児童作品出品        

                          地域老人会グラウンドゴルフ大会 

 

 

下竹荘地域 
住みやすい地域として 

将来へ接続 


